
 

 

 

 

あめのひさんぽ No,１ 

R８年 5月 21日 みかん組 

カッパを着て長靴を履いて、ワクワクしながらゆのっこ農園に行きました。イチゴを見て「（葉っぱが）大

きくなってる！」と気づき、「何か音が聞こえるかな？」と担任に声をかけられ静かになった後「ゲッゲッ」と

鳴き声が聞こえ、その瞬間子どもたちの表情がぱあっと明るくなり、「カエル！」と声が上がりました。「ど

こから聞こえる？」と聞くと「土の中かな？」と答える子もいました。ふと、「カブトムシの匂いがする！！」と

感じたことを言葉で伝える子もいて、見たり聞いたり匂いを嗅いだりして感覚を研ぎ澄ませて、雨の日の

散歩を楽しみました。 

お部屋に戻り、雨の日散歩の話になると、雨の音を“ポタポタ”“ピチピチ”“ザーザー”と表現したり

「楽しかった！」「また行きたい！！」と言ったりして、雨の日を満喫した様子が伝わってきました。 

長靴で踏んで 

音や感触を確認！ 

まるまる（輪）がいっぱい！！ 

あっ！ダンゴムシ！！ 


